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JICAは 日本を元気にします、と言っ

たら、JICAは途上国の支援を行うのだ

から違うのではないか、と思われるかも

しれません。でも、実際に今の JICAは

途上国も日本も九州も元気にしようとし

ています。

日本の援助はかつて、貧しい途上国

の人々を助けるためなのか、それとも、

国民の税金を使うのだから日本にとっ

ての利益、つまり国益を追求しなけれ

ばならないのか、といった議論が盛ん

に行われた時期がありました。そしてそ

の主張は、人により、立場により、時期により変わり、結

局のところ日本の援助には理念がない、などと言われ

ることにもなりました。

1990年代には世界のトップドナーの地位を誇ってい

た日本は、現在では予算額がピーク時の半分以下に

なり、アメリカ、ドイツ、イギリス、フランスに続く、第 5位

に甘んじています。厳しい財政事情の中から貴重な税

金を JICAに割り振つていただいている以上、私たち

JICAの人間はそれを最大限有効に活用するのが責

務ですcでは、その最大限有効の意味するところは、

途上国の人々にとつても役に立ち、感謝されるもので

あり、かつ、日本にとっても、短期・長期の視点から有

益なものでなければならず、二者択一ではなくて、途

上国にとっても日本にとっても有益なウィンウィンの関

係を築くことになります。

たとえば、近年予算が急激に伸び、注目度も高まっ

ている JICAの民間連携事業では、途上国にとって役

に立つのに知られていない優れた技術やノウハウが

国内に数多くあり、これらを利用して開発途上国の問

題解決を図れば、途上国にとっても、技術を提供する

日本企業にとっても有益な援助事業が実施できるとい

う考えによっています。

近年、途上国の発展は援助だけでなく、民間企業

や民間資金による経済の活性化や雇用の増大によっ

てもたらされる割合が高くなってきています。そこで

途上国も日本も元気にする JICA
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独立行政法人 国際協力機構
九州国際センター所長 勝田幸秀

JICAは、これまでの途上国支援の経験

や現地でのネットワークを活かして、途

上国に進出しようとする民間企業を支援

し、前述の埋もれていた日本の技術を

活用した ODA案件につなげたり、ビジ

ネスベースでの活動へと導くことを通し

て途上国の発展を図ろうとしていますc

また、従来から行っている協力でも、

帰国された専門家や青年海外協力隊を

はじめとするボランティアの方々が、途

上国での経験を活かしてその後どれだ

け地域の発展に貢献しているか、あるい

は、技術研修員を受け入れている団体や地域、国際

交流事業を行っている団体や地域がどれだけ元気に

なっているか、ということに注目してみれば、国際協力

が日本を元気にするという意味をわかっていただける

のではないかと思いますc,

開発途上国を元気にして日本も元気になるような国

際協力を行うのが JICAの 大方針です。九州7県を所

管する JICA九州は、途上国を元気にすることで九州

が元気になり、九州が元気になることで日本も元気に

なる、そういった事業を行う使命を帯びていることにな

ります。

私は昨年 3月 JICAタンザニア事務所よりJICA九

州 へ異動 して

まいりました。

今 後、皆様の

ご理 解 とご協

力をいただきな

がら、九州を元

気 にする国際

協 力を進めて

まいりたいと思

っておりますの

で、どうかよろ

しくお願い申し

上げます。
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この一年を振 り返って

会長 赤木洋勝

新年明けましておめでとうございます。会員の皆様

におかれましては、それぞれ新たな気持ちで国際協

力活動に取組まれておられることと拝察いたします。

近年、地球のあちこちで極端な高温や大雨、低温

や大雪など異常気象が頻発しています。わが国でも

昨年の夏には、日本列島が記録的な猛暑と度重なる

集中豪雨に見舞われ、高知県四万十市で最高気温

41.0℃を記録、また山口と島根、秋田と岩手の各県

では、これまで経験したことのない大豪雨が襲いまし

た。一方、世界を見渡しても、昨秋の 11月 8日 、瞬間

風速 105メ ートルの猛烈な台風がフィリッピン中部を

直撃、1,600万 人が被災するという大災害が起きまし

た。これらの自然災害は人間活動に起因した環境破

壊、地球温暖化と無縁ではなく、地球環境保全に向

けた地道な実践活動がこれまで以上に求められてい

るように思えてなりません。世界の人々がこの地球上

で安心して暮らせる時代をつくるためにも、JICAの果

たす役割はますます多大なものになっています。

さて、「シニア海外ボランティア OB会」、「青年海

外協力協会」の各団体が連携する「くまもと国際協力

連合会」(藤本吉幸会長)が 誕生して早や1年余り経

ちました。昨年は、藤本先生のリーダーシップの下、

平成25年度 熊本県JICA派遣専門家

連絡会活動記録

当連絡会もその一員として海外協力隊壮行会、帰国

報告会、国際交流祭典、連合会総会・講演会等の各

種事業・行事へも積極的に参加、幅広い交流活動を

行なってきました(行事記録 )。 本連合会の牽引役を

お引受けいただいた藤本会長はじめ、役員の皆様の

ご尽力に改めて深く感謝申し上げますc

ここで大変嬉しいニュースを一つ。当会会員の小

野友道先生 (熊本保健科学大学学長)が第 63回熊

日賞を受賞されました(3頁に新聞記事を掲載 )。 先

生ご専門の皮膚科学分野におけるご活躍はもとより、

大学運営、社会・文化活動にも精力的に取り組まれ

る傍ら、当会活動にも積極的に協力される先生のご

受賞は、私ども関係者にとつても大変嬉しいニュース

でした。その受賞祝賀会が「くまもと国際協力連合会」

主催で昨年7月 27日 、JICA九州、熊本県、熊本大

学等の関係機関からの来賓ご臨席の下、熊本交通

センターホテルにて開催され、先生には「いれずみの

文化誌」と題して素晴らしいご講演をいただきました。

昨年 10月 には、地球規模の水銀汚染とそれに伴

う健康・環境被害を防止するための「水銀に関する水

俣条約」外交会議が本県で開催され、首尾よく本条

約が採択されたことはご承知のとおりです。私自身現

在も、この水銀の汚染問題に係る JICA技術協力事

業に携っておりまして、海外に出かけて留守の期間

が長いために当会の運営等、皆様に多大なご迷惑を

お掛けしています。この場を借りて深くお詫び申し上

げます。私自身がこんな状況ですので、会員の皆様

にはこれまで以上に当会へのご理解とご協力をお願

いいたします。

平成 24年度総会及び講演会の開催

平成 25年 1月 19日 、熊本市国際交流会館にて

来賓、会員23名 の参加を得て24年度の総会及び講

演会を開催しました。本総会では来賓ご挨拶、会務

報告に続いて、「当連絡会申し合わせ事項」の一部

改正を行ないました。

2

年 月 日 行 事 場 所

25 1 12 第1回連合会役員会 ノくレ
｀
ア

19 専門家連絡会総会 国際交流会館

23 第 2回連合会役員会 パレア

4

JICA九州新所長懇談会 熊本市内

20 熊本新市街

26 国際協力連合会総会 国際交流会館

8

27

13

熊本県国際協会総会 交通センターホテル

7
小野友道会員熊日賞受

賞祝賀会
〃

第 3回連合会役員会 パレア

11 24 国際交流祭典 パ レア

30
JICAボランティア帰国報
」二△ 国際交流会館

12 20 JV・ SV壮行、歓迎会 市民会館

23
田村和子氏を語る会 (ボ

リビア展 )

国際交流会館

喘苺



一般公開で行っている恒例の講演会は、石橋康

弘会員 (熊 本県立大学環境共生学部)による「インド

ネシアにおける持続可能な開発のための教育に関

する取り組み」と和田 節会員 (農研機構九州沖縄農

業研究センター)による「インドデカン高原の『マディ

ア・ブランデシュ州大豆増産プロジェクト』 の印象―

短期専門家 (病害虫)として参加して」の 2題で、それ

ぞれ熱のこもった素晴らしいご講演をいただきました。

講演要旨は昨年度の本連絡会会報「JICA EXPARTS

会参加者も含め、

相互の交流親睦

を深めましたc

当連絡 会会 報

の発行

会 報 「 JICA

EXPARTSく まも

と」No.19を 発行

くまもと」19号 に掲載されていますc          し、当連絡会会員、JICA関連機関及び各県の専門

講演会終了後、懇親会を開催、会員以外の講演   家連絡会宛に送付しましたc
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会員の広場 当会会員の小野友道先生 (熊本保健科学大学学長)が

第 63回熊日賞を受賞されました(H.25.6.21熊 日新聞)

鸞∴臓・～近況報告から～

現在活動 中の会員・

派遣国

石橋 康弘 会員

インドネシア

有薗 幸司 会員

インドネシア

宮北 隆志 会員 タイ

宇佐川 毅 会員

インドネシア、ミャンマー

里見 義則 会員

ブータン、パナマ

坂本 峰至 会員 ブラジル

丸本 幸治 会員 ブラジル

松山 明人 会員

赤木 洋勝 会員

皮
膚
科
医
、
大
学
経
営
者
、

′文
化
人
―
。
各
方
面
で
業
績
を

残
す
。

「何
か
を
頼
ま
れ
る
と

断
り
切
れ
な
い
。
雑
用
を
引
き

受
け
る
う
ち
に
人
脈
も
広
が
っ

た
。
受
賞
は
そ
の
方
々
の
お
か

げ
」
と
謙
遜
し
、
細
目
の
笑
顔

が
人
を
引
き
つ
け
る
。

山
口
県
出
身
。
熊
本
大
医
学

部
に
進
学
後
、
皮
膚
科
に
入
局

し
た
。
全
身
や
け
ど
や
梅
毒
、

天
然
痘
、
ハ
ン
セ
ン
病
―
．
泊

ま
り
込
み
で
患
者
を
診
察
し

た
っ

「皮
膚
病
は
人
の
目
に
触

れ
る
分
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
よ
う

な
差
別
を
生
ん
だ
。
社
会
と
密

接
に
関
係
し
、
世
間
を
映
し
出

す
の
が
皮
膚
。
生
ま
れ
変
わ
っ

て
も
皮
膚
科
医
に
な
り
た
い
」

と
力
を
込
め
る
。
皮
膚
が
ん
研

究
で
は
、
１
９
８
０
年
に
日
本

皮
膚
科
学
会
賞
を
受
賞
し

た
。８９

年
か
ら
１３
年
間
、
政
府
開

発
援
助
で
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
皮
膚
科
医
養
成
コ
ー
ス
の

講
師
を
務
め
、
た
び
た
び
タ
イ

に
足
を
運
ん
だ
。
教
え
子
は
同

国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
な
ど

に
も
広
が
り
、
母
国
で
ハ
ン
セ

ン
病
制
圧
な
ど
に
力
を
発
揮

し
て
い
る
。
熊
本
大
で
指
導
し

一
生

ま
れ
変
わ

っ
て
も

皮
膚

科

医
に
な
り
た

い

・
と

話
す
熊
本
保
健

科
学
大

の
小

野
友

道
学
長

＝
熊
本
市

北

区
和
泉

町

の
同
大

熊
本
保
健
彗

天

学
長

ノ‐、
Ｔ
”
打

一
友

着
埋
さ

ん

（７２
）

た
中
米
の
留
学
生
ら
も
、
自
国

の
学
会
で
指
導
的
役
割
を
担

う
。２

０
０
２
年
、
皮
膚
科
か
ら

初
の
熊
本
大
医
学
部
長
に
。

０４

～
０７
年
に
は
同
大
副
学
長
と

し
て
、
国
立
大
学
法
人
化
な
ど

の
大
学
改
革
に
尽
力
し
た
。

０７

年
か
ら
熊
本
保
健
科
学
大
学

長
。「い

れ
ず
み
の
文
化
誌
」
な

ど
著
作
も
多
数
。

「人
の
魂
は

皮
膚
に
あ
る
の
か
」
は
熊
日
出

版
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
同
じ

皮
膚
科
医
で
詩
人
の
本
下
杢
太

郎

（太
田
正
雄
）
や
与
謝
野
鉄

幹
ら
が
天
草
な
ど
を
訪
ね
た
紀

行
文

「五
足
の
靴
」
に
注
目
。

熊
日
に

「五
足
の
靴
の
旅
も
の

が
た
り
」
を
連
載
し
た
。
上
京

の
際
は
学
会
な
ど
の
間
を
縫

い
、
神
田
の
古
書
店
を
巡
る
と

い
う
。

医
療
系
大
学
の
学
長
と
し

て
、
新
時
代
の
チ
ー
ム
医
療
を

支
え
る
人
材
育
成
を
目
指
す
。

「学
生
に
は
、
専
門
性
を
高
め

る
と
同
時
に
広
い
視
野
を
持

ち
、
い
ろ
ん
な
人
と
付
夫
Ｘ
口い

な
さ
い
と
勧
め
て
い
ま
す
」

（隅
川
俊
彦
）

医師、文化人…多彩な功績
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3月 22日 (土 )、 23日 (日 )の 2日 間開催、詳細は後日実行委員会で決定

(青年海外協力隊、シエア海外ボランティアの各OB会では写真展等を予定)
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食・環境の安全性とJICAプ ロジェク ト

有薗幸司 (熊本県立大学 )

私は、JICA専 門家としてフィリピン労働安全センタ

ーでの活動を皮切りに、インドネシア環境管理センタ

ー、チリ国環境センター、マレーシアSIRIMセ ンター

等いくつかのプロジェクトに参加してきた。以下その

中で思い出深く、食・環境の安全性を考えるきっかけ

となった活動を振り返つてみた。

最初のJICA専門家としての活動は長崎大学薬学

部在任時、フィリピン労働安全センターであつた。上

司の有吉教授のご快諾もあり、労働省 (当 時)関連で

KITA・ 産業医科大学児玉先生、大久保先生のプロ

ジェクトで小笹リーダーのもと水銀鉱山の作業員の

健康管理に関して、血中水銀や鉛の測定の指導を

お手伝いさせて頂いた。併せて、稲作地帯の農薬使

用指導、健康調査にも同行させて頂き、現地指導の

難しさを実感し、途上国の食材や食品の安全性につ

いて考えるようにもなった。

インドネシア環境管理センター (EMC)の プロジェ

クトは、環境庁 (当 時)関連であり、NIMD赤木先生や

北九州市の篠原先生(現熊本県立大学客員教授)の

お口添えもあり、環境省からの山村リーダーや大林リ

ーダーのもと、数回にわたり環境汚染モニタリング調

査を視野にいれた各種機器分析やバイオアッセイの

技術の指導を行った。途中でインドネシア政変もあっ

たが、このプロジェクトでの経験が、私の途上国での

食・環境の安全性に関する活動の基となっている。

マレーシアSIRIMセンター、チリ国環境センターの

プロジェクト参加は、それぞれ経済産業省および環

境省の依頼であり、化学物質管理に関する技術指

導や毒性化学物質の毒性試験方法に関する講演と

指導を行ったcこれらの活動では改めて食・環境の

安全性の点から養殖場や農場での農薬などの管理、

環境水管理についても考える機会となった。

最近では、インドネシアにおけるJICA技術協力事

業草の根の活動を主に関与している。これは、平成3

年から平成5年 に環境庁からインドネシア環境管理

庁に赴任され、EMC設立等にも尽力された現長崎

大学環境科学部 早瀬教授をプロジェクトリーダーに

行っているものである。当初、平成22年から平成24

年にインドネシア大学、インドネシアナショナル大学

との協力で、持続可能な発展のための教育 (ESD)

をインドネシアの小学校およびコミュニティで実践す

るプロジェクトを実施した.本年度 (平成25年 )から新

らたに、平成28年度までの予定で南ジャカルタにお

ける持続可能な地域づくり活動のための地域ネットワ

ーク構築事業を開始し、河川の衛生管理や農作物

の安全性に関して活動を始めたところである。

最初のJICA専 門家としてお声掛けいただいたこ

ろは、大学の研究室内で座学 (論 文等)や動物実験

結果から情報を得ての講義手法に行き詰まりを感じ

ていましたので、JICAでの現場活動から得られた多

くの経験は、食・環境の安全性を基盤とした衛生化

学 (生命を衛る化学)を実学として実践する私の大学

人としての生活を支えてくれています。
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エジプトで水利組合を育成
エジプト国 水管理改善プロジェクト・フェーズ 2

:丞:二
=三

:互:■_E__どl」:重:壁:■_二:里ユ:』1墾:■:墨昼=L_進墨1三」笙:L.

エジプトでは、就業人口の約 25%が農業に従事し

ており、果実や野菜等の農産品の輸出は、石油・石

油製品の輸出総額に次いで大きな割合を占めてい

る(輸出総額の約 12%)ことから、農業分野の重要

性は高いと言える。

また、エジプトは、降水量が少なく、必要水量の約

95%をナイル川に依存している上、スーダンとの二国

間の国際水利協定により年間取水量が制限され、

新たな水資源の開発に制約がある。さらに、急激な

人口増加 (年率 2%)による水消費の増大と、農業生

産と雇用の拡大を目指した農地開発により、水資源

の需給が逼迫している。

このようなことから、エジプトでは毎年のように水不

足が発生している。その主たる原因は農業用水にあ

る。水利用の8割以上を占めながら、秩序なく取水さ

れ、十分な管理が行われずに、非効率な水利用が

行われているためである。他の途上国同様、エジブ

トでも水路の管理は主として政府が行っている。しか

し、財政悪化に伴い、施設の維持管理が 十分に行

われず、農家側にも節水に対する責任意識はほと

んどない。このため、エジプト政府は、農家による水

利組合を設立し、維持管理費徴収と施設管理を移

管することで、水利用の効率化を図るとともに、持続

的な灌漑施設の管理体制を確立しようとしている。

水管理改善プロジェクト・フェーズ 2(以 下、「プロ

ジェクト」)は 、2008年 6月 に活動を開始。水利組合

は政府によつて設立は進められているものの、ほと

んど活動していないのが実態であることから、水利

組合の活動を活性化させ、将来的な施設管理を政

府から移管させる下地をつくることを目的に 2012年

3月 まで実施したc

水利組合の基本は、組合活動により組合員が恩

恵を受けること、利益となること。そこで、プロジェクト

は参加型で問題を分析し、解決策を討議。また、研

修を行い、知識を深めるとともに、実際の問題解決

を行う手法を採用。こうした一連の活動を通じて、組

合活動が組合員に利益を与えることを実際に示すこ

とを考えた。

パイロットサイトの一つ、ラシュ・エル・ガルビ地区

でも、水路末端部での水不足が問題だった。これま

で、農家は、水を十分に供給していないとして政府

を批判していたが、プロジェクトで実際に流量を測定

したところ、水は規定どおり供給されていることが判

明。水不足の原因は、維持管理が行われていない

ため、水路表面が壊れ、草木が茂るまでになった水

路にあると判断した。そこで、関係者で対策を協議し、

プロジェクト側がセメントや砂などの材料費を負担

(将来は政府が負担 )、 政府技術者が設計や施工の

指導を実施、作業員のコストは水利組合が負担する

形で作業を実施。補修工事はわずか 2週間の断水

期間に見事完了した。水は無事水路の末端まで到

達。水路全線の補修は終わっていないが、補修ノウ

ハウを得た水利組合は、残りの補修を独 自で行うこ

とを確約した。

プロジェクト開始前は、全く活動を行っていなかっ

た水利組合だが、この工事をきっかけに組合員の信

頼を得、組合員から資金を集めて、組合事務所を建

設するに至った。組合員は、水利組合の活動が、自

らの利益になることを理解し、地域住民とともに水路

沿いのゴミを集め、環境の啓発を行う「環境キャンペ

ーン」を実施するなど、今では、地域のリーダー的存

在になっている。

《注 :本報告は、外務省 ODAメールマガジン

(2012年 7月 号)を再編集したものです》
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田村和子さんを悼む

青年海外協力隊 OGと して、国際協力関連行事で

は、いつも笑顔で精力的に活動しておられた田村さ

んが、11月 2日 逝去されました (熊 日記事参照 )。

かつての任国ボリビアをはじめ途上国支援に尽力

し、爽やかに潔く駆け抜けた同志の生涯に深甚の敬

意を表 し、謹んでご冥福をお祈りいたします。

(く まもと国際協力連合会会長 藤本 吉幸)

―

田村和子さんと親交のあ った人々が集まった「南米ポ リビア国の
紹介 」展 -23日 、熊本市中央区の市国際交流会館
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さ
ん
の
た
め
、
仲
間
が
考
え

た
会
だ
っ
た
。「田
村
さ
ん
は

湿
っ
ぱ
い
こ
と
が
嫌
い
だ
っ

た
。
今
日
は
明
る
く
楽
し
く

元
気
よ
く
や
り
ま
し
よ
う
「

主
催
者
の
呼
び
掛
け
に
、
笑

r」ト
記
者

ノ
ー

―

ノ

ロ

二
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．
．
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一
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１

託
し
た
も
の
だ
っ
た
．‐な
ぜ
、

こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
じ

た
の
だ
ろ
う
．
ど
ん
な
人
だ

っ
た
の
か
、
ど
ん
な
人
生
だ

っ
た
の
か
。
そ
の
人
生
を
追

う
取
材
を
始
め
た

「明
る
く
て
、
い
つ
も
笑

顔
」

「困
っ
て
い
る
人
を
見

る
と
放
っ
て
お
け
な
い

「面

倒
見
が
い
い
‐
　
筆
ま
め
．

「古
い
物
を
大
切
に
す
る
・

「節
約
を
心
掛
け
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
極
力
使
わ
な
い
‐

ｌ
ｃ
友
人
た
ち
の
話
か
ら
、

一
人
の
女
性
の
姿
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。

「か
っ
ぽ
う
着
を
着
た
昭

和
の
お
母
さ
ん
」
と
評
す
る

人
も
い
た
。
自
分
の
こ
と
は

後
回
し
で
、
人
の
た
め
に
奔

走
。
海
外
協
力
隊
へ
の
参
加

前
は
、
青
年
団
体
活
動
に
も

長
く
か
か
わ
っ
た
。
Ｈ
月
末
、

そ
の
仲
間
の

「し
の
ぶ
会

，一

も
あ
っ
た
。
県
外
か
ら
も
多

く
の
友
人
ら
が
集
ま
り
、
み

ん
な
の
心
に
残
し
た
足
跡
の

深
さ
を
思
っ
た
．

「私
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら

ど
ん
な
人
生
を
生
き
る
か
∵

そ
れ
に
よ
っ
て
彼
女
の
遺
志

は
引
き
継
が
れ
て
い
く
と
思

う
」
っ
友
人
の
一
人
は
そ
う

語
っ
た
。
か
か
わ
っ
た
人
た

ち
の
心
に
深
い
印
象
を
刻

み
、
旅
立
っ
た
田
村
さ
ん
Ｌ

私
に
も
忘
れ
ら
れ
な
い
人
に

な
っ
た
。

（楠
本
佳
奈
子
／ヽ

~＼

心に足跡残した女性の旅立ち

新会員

瀧下 良信 (たきした よしのぶ)

オーストラリア・クイーシス
゛
ランド大学政治科学 0

国際学科博士課程修了

青年海外協力隊員としてケニア建設省ヘ

派遣、シ
゛
バ ブエにて難民救援活動、

JICA中国事務所、国連ボランティア難民担

当官としてマレーシアに派遣、国連難民高等弁務官事務所フ

ィールドオフィサーとしてハ
゛
ングラディシュに派遣、タイーンス

゛
ランド大学

非常勤講師、青年海外協力隊プログラムオフィサー、(欄VSOCに

所属してリロモン諸島・へ
゛
リーズのJICAに勤務、現在に至る

森貞 和仁 (も りさだ かずひと)現
在 :森林総合研究所九州支所所長

1979年 農林水産技官採用

インドネシア教育文化省派遣、森林総合研究

所企画調整部海夕M研究協力室長、森林

環境部立地評価研究室長、独立行政法

人森林総合研究所温暖化対応推進拠点チーム長、北海

道支所産学官連携推進調整監を経て、2013年 4月 から

現職

農学博
―士 (平成 22年東京大学)、 専門 ;森林土壌

○この度、瀧下良信会員、森貞和仁会員が新たに加わりました。

○所属や住所変更、入会・退会会員などの連絡は下記事務局までお知らせください。

事務局 :〒 867-0034水俣市袋 1974-7赤木洋勝  電話 0966-63-1689(自 宅)

0966-63-0810 FAX兼用 (国際水銀ラボ)E―mail h610akagi@ybb.ne.jp
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